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宏

雄

宋
初
の
景
徳
元
年

(
一
〇
〇
四
)
、
道
原
に
よ
つ
て
上
進
さ
れ
、
救
定

入
蔵
を
果
し
た
,『景
徳
伝
燈
録
』
三
十
巻
は
、
元
来
、
達
摩
系
の
,系
譜

に
基
ず
く
禅
者
の
機
縁
や
語
句
を
集
録
す
る
燈
史
と
い
う
性
格
を
も

つ

た
め
、
教
義
や
綱
要
を
旨
と
す
る
禅
籍
に
・比
較
し
て
、
そ
の
末
疏
が
作

ら
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
少
な
か

つ
た
。
そ
れ
は
、
文
献
的
に

一
種
の

史
書
と
み
な
さ
れ
、
し
か
も
敷
定
入
蔵
と
い
う
栄
誉
と
権
威
と
を
担
う

『伝
燈
録
』
以
降

の
燈
史
に
共
通
す
る
宿
命

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め

に
、
今
日
に
お
け
る
禅
録
の
文
献
的
研
究
の
立
ち
遅
れ
の
要
因
と
な

つ

て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

『伝
燈
録
』
の
文
献
研
究
は
、
禅
録
研
究
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、

今
日
よ
う
や
く
注
視
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
宋
版
や
敦
煙
文
献
の

検
討
は
急
務
で
あ
る
が
、
現
状
は
そ
れ
ら
を
見
る
こ
と
す
ら
容
易

で
な

い
。
し
か
る
に
、
筆
者
が
こ
の
ほ
ど
見
る
機
会
を
得
た
本
邦
中
世
の
撰

述

『景
徳
伝
燈
録
抄
註
』
な
る
写
本
は
、
『
伝
燈
録
』
の
書
誌
的
方

面

と
、
多
く
の
引
用
文
献
の
点
で
、
き
わ
め
て
価
値
あ
る
珍
籍
と
認
め
ら

れ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

二

本
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
を
異
に
す
る
端
本
二
冊
で
あ
る
。
う
ち

一

冊
は
、
『
新
纂
禅
籍
目
録
』
に
所
載
さ
れ
な
が
ら

従
来

未
紹
介

の
文
献

で
、
鎌
倉
松

ヶ
岡
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
『景
徳
伝
燈
録
抄
註
』
な
る
表
題

を
有
し
、
『伝
燈
録
』
の
序
文
お
よ
び
巻

一
よ
り
巻
三
の
末
尾
に
至
る

部
分
に
対
す
る

"
抄
註
"
で
あ
る
。
他
の

一
冊
は
、
茨
城
県
水
戸
市
郊

外
の
新
義
真
言
宗
の
名
刹
、
六
地
蔵
寺
の
蔵
書
中

よ
り
筆
者
が
見
出
し

た
も

の
で
、
同
じ
く

『
伝
燈
録
』
本
文
巻
十
よ
り
巻
十
三
の
部
分
ま
で

の

"
抄
註
"
で
あ
る
。
六
地
蔵
寺
本
は
尾
欠
で
表

題

・
識
語
共
に
存
せ

ず
、
筆
蹟
も
松

ヶ
岡
本
と
は
全
く
異
な

り
、
か

つ
、
よ
り
古

い
写
本

で
、
表
紙

二
畏
表
紙
の
裏
紙
は
五
山
版
の
摺
経
を
使
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、
内
容
を
詳
査
す
る
と
、
松
ヶ
岡
本
と
は
元
来
同

一
原
本
に
基
づ

く
異
本
の
各

一
部
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
景
徳
伝
燈
録
抄
註
』
に

つ
い
て

(
椎

名
)

二
九
九
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『
景
徳

伝
燈
録
抄
註
』

に
つ
い
て

(
椎

名
)

三
〇
〇

い
ま
、
両
書
の
主
要
な
点
を
対
照
し
て
お
こ
う
。

両
本
共
、
撰
者

・
筆
者

・
年
記
等
に
関
す
る
記
載
は
存
し
な
い
が
、

邦
人
特
有

の
筆
蹟
と
、
註
記
に
返
り
点
が
存
す
る
こ
と
、
「
大
宋
」
「唐

土
」
等
の
語
法
の
存
在
、
中
国
の
制
度
に
関

す
る
詳

細
な
解
説

の
散

見
、
等

の
諸
点
か
ら
、
本
書
は
日
本
僧
に
よ
る
撰
述
と
断
定
し
て
よ
い
。

両
本
の
伝
承
経
路
に
つ
い
て
は
、
松
ケ
岡
本
は
第

一
丁
表
と
末
尾
と

に

「
成
林
寺
什
物
」
と

「成
林
禅
寺
L

の
朱
印
が
押
さ
れ
、
裏
表
紙
裏

に
は
森
江
書
店
の
ラ
ベ
ル
を
附
す
。
し
か
し
、
成
林
寺
は
目
下

の
と
こ

ろ
不
詳
で
あ
る
。

一
方
、
六
地
蔵
寺
本
に
は
印
記
も
な
く
、

お
そ
ら
く

同
寺
第
三
代

の
恵
範
上
人

(
一
四
六
一
-
一
五
三
七
o
r八
)
の

コ
レ
ク
シ

(
1
)

ヨ
ン
中

の
遺
産
で
、
共
に
伝
承
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

本
書
は
元
来
、
『伝
燈
録
』
三
十
巻
す

べ
て
の
註
と
し
て
存

在
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
本
書
は
す
で
に

一
度
註
記
し
た
語
句
に
対

し
て
は

「在
前
○
巻
」
と
記
載
し
て
重
複
を
避
け

て
い
る
こ
と
か
ら
推

し
て
、
少
な
く
と
も
、
序
文
か
ら
巻
十
三
ま
で
は
確
実
に

"
抄
註
"
の

存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
註
は
、
祖
師
の
別
に
よ
る
粗
密

の
度
が
甚
だ
し
い
。
全
く
註
記
の
存
せ
ぬ
祖
師
も
多
い
反
面
、
巻
十
三

の
風
穴
延
沼

の
項
は
、
註
記
の
み
実
に
十
二
紙
を
費
す
が
ご
と
く
で
、

明
ら
か
に
あ
る
意
図
を
も

つ

"抄
註
"
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
体
、
『
伝
燈
録
』

の
巻
十
三
は
南
岳
系
の
最
後
を
収
め
、
巻

十
四

か
ら
は
青
原
下
に
移
る
。
ゆ
え
に
、
あ
る
い
は
本
書
は
巻
首
か
ら
南
岳

系
の
最
後
ま
で
の

"抄
註
"
で
あ

つ
た
の
か
も
知

れ
ぬ
。
と
す
れ
ば
、

現
存
す
る
二
冊
は
、
奇
し
く
も
そ
の
最
初
と
最

後

と
い
う

こ
と

に
な

る
。
そ
し
て
、
六
地
蔵
寺
本
の
方
が
紙
質

・
筆
蹟
共
に
古
く
、

の
べ
書

き
で
あ
る
点
で
、
原
型
に
近
い
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

三

本
書
の
註
記
の
特
色
は
、
撰
者
自
身
の
語
は
極
く
稀
で
、
大
半
は
内

容
的
に
、
(
1
)『伝
燈
録
』
本
文
語
句
の
異
本
や
燈
史
類
に
よ
る
校
合
、

(2
)語
旬
の
典
拠

・
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
(
3
)「山
云
」
「源
云
」

な
ど
の
特
定
人
か
ら
の
引
文
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
異
本
等
に
よ
る
対
校
は
、
『伝
燈
録
』
本
文

の
全
体
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に
対
し
て
で
は
な
く
、
重
要
な
点
で
椙
違
す
る
語
句
の
み
を
特
に
対
象

と
し
て
い
る
。
対
校
に
使
わ
れ
る
主
要
な
文
献

は
、
『宝
林
伝
』
・
『宋

高
僧
伝
』
・
『
天
聖
広
燈
録
』
・
『
伝
法
正
宗
記
』
・
『
林
間
録
』
・
『
禅
林
僧

宝
伝
』
・
『聯
燈
会
要
』
・
『
五
燈
会
元
』
そ
の
他
で
、
史
伝

・
燈
史
関
係

の
文
献
を
網
羅
し
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
伝
燈
録
』
の
異
本
に
よ
る
校
合

で
、
対

校
に

使
わ
れ
る
種
類
に
は
、
新
本

・
旧
本

・
漸
本

・
壁
本

・
異
本

・
一
本

・

別
本

・
或
本
等

の
名
が
み
ら
れ
る
。
い
ま
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
詳
査
す

る
と
、
新
本
は
元

の
延
祐
三
年

(
一
三
一
六
)
刊
本
に
依

つ
て
い
る
大
正

大
蔵
経
所
収
本
に

一
致
す
る
か
ら
、
延
祐
本
を
新
本
と
称
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら

れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
旧
本
の
名
は
す
で
に
延
祐
本

の
割

註
に
も
み
ら
れ
、
ま
た
、
漸
本
も

『
四
部
叢
刊
』
所
収
の
宋
粟
本
、
常

(2
)

熟
雀
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
本
が
す
で
に
校
訂
に
用
い
て
い
る
か
ら
、

共
に

宋
版
で
あ
ろ
う
。
壁
本
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
異
本
以
下
は
厳
密
な

区
別
の
呼
称
で
は
な
い
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
宋
版
が
、
今
日
み
ら
れ
る

宋

粟

『
四
部
叢
刊
』
本
や
常
州
本
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
点
に
つ

い
て
も
わ
ず
か
に
明
確
を
欠
き
、
,に
わ
か
に
決
し
難
い
。

た
だ
、
本
書

は
前
記
延
祐
本
を
新
本
と
称
し
て
底
本
と
な
し
、
そ
れ
を
宋
版
等

の
数

本
の
異
本

で
対
校
し
、
ま
た
註
記
す
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
原
作
年
代

は

一
三

一
六
年
を
下
る
間
も
な
い
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
末
期
か
ら
南

北
朝
初
め
に
か
け

て
の
成
立
と
思
わ
れ
、
当
時
、
多
く
の

『
伝
燈
録
』

の
異
本
が

日
本
に
存
在
し
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

近
代
以
前
に
お
け
る

『
伝
燈
録
』
の
書
誌
的
業
績
は
、
わ
れ
わ
れ
は

『禅
籍
目
録
』
に
よ

つ
て
、
わ
ず
か
に
江
戸

の
碩
徳
た
る
無
著

道
忠

(
一
六
五
三
-
一
七
四
四
)
の

『
景
徳
伝
燈
録
校
解
』

一
冊
の
存
在

を
知

る
の
み
で
あ
る
が
、
本
書
は
こ
れ
に
先
立
つ
こ
と
四
百
年
も
古

い
。
た

だ
遺
憾
な
こ
と
に
、
校
合
の
方
法
に
や
や
厳
密
さ
を
欠
く
こ
と
、
校
合

の
結
果
に
対
す
る
勘
弁
の
語
が
み
ら
れ
ぬ
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
し
か

し
、
当
時
か
か
る
大
部
の
燈
史
に
煩
項
な
校
合
を
試
み
た
こ
と
は

一
驚

に
価
い
し
、
『
伝
燈
録
』

の
書
誌
学
上
、
貴
重
な
資
料
と
な
る

の
み
な

ら
ず
、
日
本
禅
宗
の
学
門
史
上
に
も
特
筆
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

註
記
の
第
二
の
特
徴
は
、
本
文
語
句
の
典
拠

と
し
て
縦
横
に
引
く
多

彩
の
引
用
文
献
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
種
の
仏
典

・
禅
籍
は
も
と
よ

り
、
老
荘
儒
墨

・
史
書

・
地
書

・
天
文

・
辞
事
典

に
至
る
内
外
古
今
の

典
籍
に
及
び
、
前
掲
二
冊
の
み
で
も
そ
の
数

一
五
〇
種
を
超
え
る
。
就

中
、
『
五
燈
会
元
』
(
一
二
五
二
)
、『
仏
祖
統
紀
』
(
一
二
六
九
)
が
時
代
的

に
最
下
限
で
、
あ
た
か
も
前
述
の
本
書
成
立
年
代
を
傍
証
し
て
い
る
。

引
用
文
献
中
、
最
も
注
目
す
べ
き
は

『宝
林
伝
』
と

『
六
祖
壇
経
』

の
引
文
で
あ
る
。
前
者
は
、
当
然
な
が
ら
松
ヶ
岡
本
の
み
に
み
ら
れ
る

が
、
そ
の
多
ぐ
の
引
文
中
、
『
宝
林
伝
』
め
本
文
が
逸
し
て
伝

わ
ら

ぬ

巻
七
般
若
多
羅
章
と
、
巻
九
か
ら

の
引
文
が
特

に
注
目
を
引
く
。

い

ま
、
巻
七
の
引
文
に
よ
つ
て
、
菩
提
達
摩

の
所
伝
中
で
新
た
に
明
瞭
と

『
景
徳
伝
燈
録
抄

註
』
に

つ
い
て

(
椎

名
)

三
〇

一
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『
景
徳
伝
燈
録
抄
註
』

に

つ
い

て

(
椎

名
)

三
〇

二

な
つ
た
事
項
を
挙
げ
れ
ば
、
(
1
)
般
若
多
羅
よ
り
与
え
ら
れ
た
、
東
土

へ

仏
教
を
伝
え
る
こ
と
を
予
言
す
る
八
つ
の
識
偶
、
(
2
)
仏
大
先
と
共
に
般

若
多
羅
の
許
で
二
甘
露
門

と
号
さ
れ
た

こ
と
、
(
3
)
イ

ン
ド
の
六
宗

破

斥
、
(
4
)
時

の
国
王
、
異
見
王
の
排
仏
を
教
化
し

て
帰
服
せ
し
め
る

こ

と
、
等

の
記
事
は
決
し
て

『
伝
燈
録
』
の
創
作
で
は
な
く
、
す
で
に

『宝
林
伝
』
巻
七
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
反
面
、
本
書

の

過
去
七
仏
章
に
は

『宝
林
伝
』
か
ら

の
引
文
が
み
ら
れ
ず
、
同
書
に
そ

の
項
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、

巻
九
道
信
章
か
ら
の
引
文
は
、
わ
ず
か
に
三
つ
の
短
文
に
過

き
な
い
が
、
珍
ら
し
い
の
で
そ
の
全
文
を
掲
げ

る
。
(句
読
傍
点
筆
者
)

(
1
)宝
林
伝
、
之
至
於
吉
州
遇
賊
曹
武
衛
等
、
囲
城
経
七
十
余
日
。
大
師
乃

誘
導
日
、
須
念
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
。
武
衛
等
遙
見
城
頭
、
有
数
千
神
人
各

長
一
丈
、
自
穿
金
甲
云
云

。
働

宝
林
伝
云
、
破
頭
山
、
至
貞
観
中
方
改
為
双
峯
山
。

圖

唐
第
三
主
高
宗
高
帝
永
徽
辛
亥
二
年
也
。
(
以
上
、
撰
者
の
註
)
宝
林

伝
、
当
高
宗
永
徽
三
年
庚
戌
之
歳
云
云
。

文
中
、
(
1
)の曹
武
衛
の
名
は
従
来
未
見
で
あ
り
、
(
2
)の引
文
は
、
宋
代

挑
寛
撰

の

『西
渓
叢
語
』
巻
上
所
引
の

『宝
林
伝
』
道
信
章
の
語
句
に

(3
)

一
致
す
る
。
か
か
る
侠
文
か
ら
の
引
用
は
、
本
書
の
撰
者
が

『宝
林
伝
』

全
巻
を
閲
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
、
本
邦
に
お
け
る
同
書
の
将
来
と

伝
播
の
上
に
興
味
あ
る
資
料
と
な
ろ
う
。

次
に
、

『
六
祖
壇
経
』

の
引
文
は
、
五
祖
弘
忍
章
の
み
に
存
し
、
(
1
)

慧
能
が
悟
道
の
偶
を
書
い
て
弘
忍
か
ら
授
法
せ
ら

れ
る
段
(
2
)大
庚
嶺

に
て
慧
明
が
慧
能
か
ら
衣
鉢
を
奪
わ
ん
と
す
る

一
段
(
3
)そ
の
他
、
の

三
ヵ
所
で
あ
る
が
、
そ
の
引
文
は
、
現
存

『壇
経
』
中
の
、
い
わ
ゆ
る

大
乗
寺
本

の
該
当
箇
所
に
の
み
完
全
に

一
致
す
る
。

知
る
通
り
、
大
乗
寺
本

『壇
経
』
は

「道
元
書
」
と
い
う
奥
書
を
も

つ
が
、
実
は
永
平
寺
第
三
代
義
倹

(
一
二
四
九
-

一
三
〇
九
)
に
よ
る
宋

(4
)

藝
本
か
ら
の
謄
写
で
あ
ろ
う
と
論
証
せ
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
本
書

の
撰
者
は
、
大
乗
寺
に
秘
蔵
せ
ら
れ
た
右
書
を
見

た
か
、
ま
た
は
、
大

乗
寺
本

の
原
本
た
る
政
和
六
年

(
一
一
一
六
)
刊
本

か
ら
の
引
用
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
前
掲
(
2
)
の
部
分

の
引
文
に
は
、
大
乗

寺
本
の
影
印
と
の
照
合

の
結
果
の
判
明
で
あ
る
が
、
本
文
第
十
四
折
右

の
第

一
行
第
八
字
目
か
ら
次
の
行
の
第
六
字
ま

で
の
二
十
六
字
を
完
全

に
脱
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
乗
寺
本
の
該
当
部
分
は
、
右
の
二
十
六

字
中

の
十

一
字
が
補
筆
加
入
さ
れ
る
箇
所
で
特

に
人
目
を
引
き
、
引
文

の
際
に
脱
字
を
す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
。
ゆ
え
に
、
本
書
は

お
そ
ら
く
政
和
本
か
ら

の
直
接
引
用
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
『
壇
経
』

の
書
誌
の
上
で
も
看
過
し
え
ぬ
資
料
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
本
書

の
引
用
文
献
に
は
、
問
題

の
書

『
仏
法
大
明
録
』

を
は
じ
め
、
『
径
山
広
宗
派
序
』
・
『
円
相
集
』
・
『
羅
浮
山
記
』
等

の
珍

籍
が
存
し
、
鎌
倉
末
よ
り
南
北
朝
に
お
け
る
将
来
文
献
の
研
究
に
も
益

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『伝
燈
録
』
の
渉
典
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
『
禅
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籍
目
録
』
に
所
載
の
椿
庭
海
寿
撰

『
景
徳
伝
燈
録
鋤
』
五
巻
二
冊

の
存

在
で
あ
る
。
筆
者
は
、
右
書
に
つ
い
て
は
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
本
以
外

の
所
在
を
知
ら
ぬ
が
、
駒
大
本
は
刊
本
で
五
巻
、
乾
坤
二
冊
、
尾
欠
で

序
蹟

・
刊

記
等
も
存
せ
ず
、
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
の
刊
行
と

思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
『伝
燈
録
』
中

の
語
句
の
典
拠
を
示
す

い
わ
ゆ

る
渉
典

一
色
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
渉
典
語
句
の
数
は
、
目
録
に
よ

れ
ば
わ
ず

か
に
四
八
七
項
で
、
『
伝
燈
録
』
に
所
伝
を
有
す
る
約

一
千

名

の
祖
師

の
う
ち
、

一
語
で
も
渉
典
が
な
さ
れ
る
者
に
し
て
二

一
七
名

に
過
ぎ
ず
、
ま
さ
に

『
伝
燈
録
』

の
砂
出
渉
典
と
い
つ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
書
も
撰
者
は
明
記
さ

れ
ぬ
。

一
体
、
『
禅
籍
目
録
』

が
こ
れ
を
竺
仙
梵
倦
に
嗣
い
だ
椿
庭
海
寿

(
一
二

八
-
一
四
〇
一
)
の

撰
と
す
る

の
は
何
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
『
日
本
禅

(5
)

林
撰
述
目
録
』
中
に

「
伝
燈
録
抄

椿
庭
海
寿
」
と
み
え
る
か
ら
、
あ

る
い
は
こ
れ
に
依
つ
て
駒
大
本
の

『
砂
』
を
椿
庭
の
撰
と
し
た
の
で
は

な

か

ろ

う

か
。

し

か
し
、

「
抄

L

と

「
鋤

L

と

は

明

ら

か

に

別

で
、

こ

れ
の
み
で
は

『砂
』
の
撰
者
は
決
せ
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の

『
鋤
』

と
本
書
の
渉
典
を
比
較
す
る
に
、
何
ら

の
直
接
関
係
は
見
出
し
え
な
い
。

ま
た
、
二

一
七
名
の
祖
師
の
撰
択
と
、
伝
燈
録
の
節
録
た
る

『
伝
燈
玉

英
集
』
(
一
〇
三
四
)
と
の
関
係
も
ま
た
何
も
指
摘
で
き
な
い
。

五

本
書

の
註
記
の
第
三
の
問
題
点
は
、
「
山
云
」
「
源
云
」
等
と
あ
る
引

文
の
存
在
で
あ
る
。
前
者
は
本
書
二
冊
で
三
百
ヵ
所
を
超
え
、
後
者
は

六
地
蔵
寺
本
の
み
に
十
数
ヵ
所
を
数
え
る
。
か
か

る
引

文

の
多
く

が

『伝
燈
録
』
本
文

の
解
釈

・
説
明
で
あ
る
中
で
、
特
に
中
国
の
地
理
や

風
土
社
会
等
、
社
会
経
済
方
面

の
そ
れ
に
対
す
る
も
の
が
顕
著
な
こ
と

は
特
に
注
意
を
要
す
る
。

一
方
、
著
語
的
な
引
文
も
存
し
、
当
然
な
が

ら
六
地
蔵
寺
本
の
部
分
に
著
し
い
。
た
と
え
ば
、

『伝

燈
録
』
巻
十

二

の
仰
山
東
塔
和
尚
章

の

「落
績
不
采
功
」
な
る
語
句
に
対
し
て
、

山
云
、
解
縄
之
後
不
論
功
。
又
云
、
放
下
艦
樟
了
。
又
云
、
船
中
事
采
収

也
。
源
日
、
船
落
縫
不
収
功
、
維
舟
。

と
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
前
述

の
ご
と
き
、

い
わ
ば
無
味

乾
操
的
な
校
合
や
渉
典
に
比
較
し
、
『
伝
燈
録
』
を
語
録
と
し

て
読
む

上
で
、
大
き
な
助
け
と
な
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
ら
ば

一
体
、

こ
の

「
山
」
や

「源
」
な

る
人

は
誰

か
。
こ
の

点
、

「山
」
に
つ
い
て
は
本
書
中
、
『伝
燈
録
』
巻
十
二
の
池
州
魯
祖
山

教
和
上
章

の
語
句
に
対
す
る
引
文
た
だ

一
箇
所
は

「
一
山
云
」
と
み
え

「
山
」
が

「
一
山
」
の
略
称
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
と
す
れ
ば
、

一

山
と
は
、
鎌
倉
末
期
に
来
朝
し
て
日
本
禅
林
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た

一
山

一
寧

(
一
二
四
七
-

三

七
)
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
い
ま
、

『
日
本
禅
林
撰
述
目
録
』
に
は

「
五
燈
会
元
抄

一
山
説
」
な
る
記
載

(6
)

が
存
し
、
『
伝
燈
録
』
の
講
説

・
述
説
を
な
し
、

ま
た
前
記
中
国

の
諸

般
事
情
に
通
暁
し
た
人
と
し
て
、
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

右
の
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
書

の
撰
者
は

一
山

一
寧
よ
り
多

『
景
徳
伝
燈
録
抄
註
』

に

つ
い
て

(
椎

名
)

三
〇

三
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『
景
徳
伝
燈
録
抄
註
』
に

つ
い
て

(
椎

名
)

三
〇
四

大
の
学
的
影
響
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
事
に
、
『
伝

燈
録
』

の
異
本
を
数
本
も
左
右
に
置

き
、
珍
籍

『宝
林
伝
』
や
宋
環

『
六
祖
壇
経
』
の
閲
覧
を
可
能
と
し
、
古
今
内
外
の
漢
籍
仏
典
に
通
暁

し
た
臨
済
系
の
碩
徳
に
限
定
す
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、
雪
村
友
梅

(
一

二
九
〇
-

一
三
四
六
)
や
虎
関
師
練

(
一
二
八
七
-
一
三
四
六
)
の
名
に
思

い
当
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
両
者
に
本
書

の
撰
述
を
述

べ
る
文
献
は
見

当
ら
ぬ
。

た
だ
虎
関
は
、
嘉
元
三
年

(
一
三
〇
五
)
東
福
寺
蔵
山
順
空
の

侍
職
と
な

つ
た
二
十
八
歳
の
時
、
蔵
山
の
勧
め
で
少
年
幼
学
者
の
た
め

(7
)

に

『伝
燈

録
』
を
講
じ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、

そ
の
末
疏
が
存
在
し
て

も
不
思
議

は
な
い
。
し
か
し
、
前
掲
の

『
仏
法
大
明
録
』
か
ら

の
引
文

(
8
)

の
ご
と
き

は
、
同
書
を
極
端
な
ま
で
に
排
斥
し
た
虎
関
に
し
て
は
あ
り

え
ぬ
こ
と

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
目
下

の
と
こ
ろ
本
書
の
撰
者
に
擬
し

う
る
人
は
に
わ
か
に
決
し
難
い
が
、
い
ま
は
全
文

の
公
開
を
他
日
に
期

し
つ
つ
、
本
書
の
概
説
に
と
ど
め
、
先
学
の
御
教
授
を
仰
ぎ
た
い
。

1

平
泉
澄

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
附
録
「
発
刊
の
由
来
L
、阿
部
隆
一
「六

地
蔵
寺
法
宝
蔵
典
籍
に
つ
い
て
」
(『斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
輯
)
参
照
。

2

鈴
木
哲
雄

「景
徳
伝
灯
録
の
割
注
に
つ
い
て
」
(『宗
学
研
究
』
第
十
三

号
)
参
照
。

3

『学
津
討
原
』
清
嘉
慶
元
年
刊
本
、
第
十
二
集
所
収
。

4

大
久
保
道
舟

『修
訂
曽
甫
道
元
禅
師
伝
の
研
究
」
五
四
二
-
八
頁
・

5

.
6

日
仏
全
、

一
、
三
三
〇
頁
上
。

7

『
海

蔵
和
尚
紀

念
録
』
(
『
続
群
書
類
従
』
九
、

四
六
三
頁
下
)
。

3

福

島
俊
翁

『
虎
関
』
二
九
九
-

三
二
二
頁
参
照
。
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